
福祉のまちづくりの推進に向けた社会的な背景・状況 

（１）年齢階級別の人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「令和２年国勢調査に関する不詳補完結果」（総務省）より作成 

備考：１．2025年以降は、東京都政策企画局による推計 

２．グラフ上部の（ ）内の数字は、総人口。内訳の（ ）内の数字は、人口に占める割合 

３．四捨五入により、内訳の合計が総数と一致しない場合がある。 

高齢化率の推移〔東京都〕 

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

高齢化率（％）
22.7

（22.67）

22.7

（22.74）
23.4 25.0 27.3 28.8

29.4

（29.41）

29.4

（29.37）
29.1 29.0

後期高齢者の

割合（%）
12.1 13.5 13.4 13.0 13.5 15.0 16.8 17.5 17.1 16.3

資料２ 

東京都では、2020年に後期高齢者が前期高齢者を上回った。 
今後の高齢化率は、2035年には 25.0%（約４人に１人が高齢者（65 歳以上））、

2050年には 29.4％（約３人に１人が高齢者）となり、ピークを迎えると推計。   
2020年には現役世代（生産年齢人口）約３人で１人の高齢者を支えていること

になるが、2065年には約２人で１人の高齢者を支えることとなる。 

人口の推移〔東京都〕 



（２）高齢者の人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都福祉保健局「介護保険事業状況報告（月報）平成 30年 12月末現在」、東京都総務局「住民基本台帳による東京都 

の世帯と人口（平成 31年 1月 1日現在）」、厚生労働省「介護保険事業状況報告（月報）平成 30年 12月末現在」、総務 

省「人口推計（平成 31年 1月 1日現在）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（平成 30（2018）年推計）〔2015年、2025年～2045年〕、 

総務省「国勢調査」（令和 2年）〔2020年〕 

備考：１．1万人未満を四捨五入しているため、内訳の合計値と一致しない場合がある。 

２．2025年以降は、平成 27（2015）年の国勢調査を基にした推計。 

後期高齢者の要介護（支援）認定率は、前期高齢者の約 7倍となっている。 
後期高齢者のうち特に要介護認定率の高い 90 歳以上の高齢者は、2045年には 

2020年に比べて約２倍に増加すると予測される。 

年齢階級別要支援・要介護認定率（2019（平成 31）年１月）〔東京都〕 

後期高齢者人口の推移〔東京都〕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（ 平成 30（2018 ）年推計 

※増加率は「◇」のプロット（単位：％）、増加数は棒グラフ（単位：万人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（ 平成 30（2018 ）年推計 

※増加率は「◇」のプロット（単位：％）、増加数は棒グラフ（単位：万人） 

 

 

高齢者人口（65歳以上）の増加率・増加数の推計値（2015（平成 27）年→2040（令和 22）年） 

増
加
率 

増
加
率 

増
加
数 

2015年から 2040年までの高齢者人口と後期高齢者人口について、増加率を都
道府県ごとにみると、東京都は 47都道府県中それぞれ３位と 17位となっている。 

増
加
数 

後期高齢者人口（75歳以上）の増加率・増加数の推計値（2015（平成 27）年→2040（令和 22）年） 



 

（３）認知症高齢者人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都福祉保健局「令和元年度認知症高齢者数等の分布調査」（令和 2年 3月） 

備考：2025（令和７）年、2040（令和 22）年の人口（2019（平成 31）年３月時点推計）に、性・年齢別（５歳刻み）の認知症出現率を 

かけて推計 

 

 

 

 

認知症高齢者の推計〔東京都〕 

見守り又は支援が必要な認知症高齢者の推移〔東京都〕 

2025（令和７）年には、認知症高齢者は約 55 万人、そのうち見守りや支援が
必要な人は約 41 万人になると予測される。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都福祉保健局「令和元年度認知症高齢者数等の分布調査報告書」（令和 3年 2月） 

 

（４）身体障害者手帳等交付数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度末時点で身体障害者手帳の交付を受けている人は約 49万人、 
愛の手帳の交付を受けている人は約 10 万人、 
精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている人は約 14 万人。 

何らかの認知症の症状を有する高齢者の 61.4％、見守り又は支援の必要な認知
症高齢者の 54.1％は、居宅で生活している。 

認知症高齢者の居住場所〔東京都〕 

身体障害者手帳交付者数推移（障害別） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 精神障害者保健福祉手帳所持者数推移（等級別） 

愛の手帳交付者数推移（障害程度別） 



出典：東京都福祉保健局「令和 3年度福祉・衛生 統計年報」（令和 4年 12月） 

（５）出生数・合計特殊出生率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚生労働省大臣官房統計情報部「人口動態統計」 

 

 

（６）外国人旅行者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪都外国人旅行者数は、2019（令和元）年は約 1,500万人だったが、2020（令
和２）年は新型コロナウイルス感染症の影響を受けて約 252 万人に減少した。 

2021（令和３）年の出生数は約９万人で、合計特殊出生率は 1.08である。 

出生数と合計特殊出生率の推移〔東京都〕 

訪日・訪都外国人旅行者数及び訪都国内旅行者数の推移〔東京都〕 



出典：東京都産業労働局資料 


